平成20年　5月号　　きゅうしょくだより
　ぽかぽかと暖かな日ざしが入ってくる日が増え、過ごしやすい季節になりました。

子ども達の元気な声が厨房にも聞こえ、毎日楽しく過ごしている様子が伝わってきます。

子ども達が「おいしい」と言ってくれるように、心を込めて給食を作っていきたいと思います。

かむことの大切さ～よくかむとどうしていいの？～

①食べ物のおいしさを感じます。　　　　　　　②消化を助けます。

　歯ごたえ、味わい、素材そのものの　　　　　　かむと唾液が出ます。

　もち味がわかります。　　　　　　　　　　　　唾液が出ると食べ物の消化を助けます。

③歯やあごの骨を育てます。　　　　　　　　　④言葉の発音がはっきりするようになります。

　

レシピの紹介～納豆和え～（子ども1人分）

（材料）　　　　　（分量）　　　　　　（作り方）

ほうれん草　　　　３０ｇ　　　　　　　①　ほうれん草は少量の塩を入れた湯で茹でて、

人参　　　　　　　　５ｇ　　　　　　　　　　冷水にとり、ひと口大に切る。

納豆　　　　　　　　５ｇ　　　　　　　　②　人参は短い千切りにし、茹でる。

しょうゆ　　　　　小さじ2／3　　　　　③　①、②と納豆、納豆に付いていた、たれ

だし　　　　　　　０,３ｇ　　　　　　　　　しょうゆ、だしを加えよく混ぜ合わせて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出来上がり。

☆つるんとした食感なので、納豆が苦手な子もよく食べています。

　ほうれん草と納豆の相性はとても良く、栄養価の高いおかずです！！

